
は
じ
め
に

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
二
十
五
日
、
中
尾
堅
一
郎
氏
が
所
蔵
さ
れ

る
『
奥
の
細
道
』
の
一
異
本
（
中
尾
本
）
が
公
表
さ
れ
た
。
同
本
は
芭
蕉
特
有

の
書
き
癖
が
確
認
で
き
、
貼
紙
な
ど
夥
し
い
訂
正
も
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

上
野
洋
三
、
櫻
井
武
次
郎
氏
に
よ
っ
て
芭
蕉
直
筆
の
草
稿
本
と
断
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
芭
蕉
の
弟
子
野
坡
が
所
持
し
、
長
く
伝
来
が
不
明
で
あ
っ
た
幻
の
自
筆

草
稿
本
、
い
わ
ゆ
る
野
坡
本
で
あ
る
と
の
見
解
も
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、「
芭
蕉
自
筆
説
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
鑑
定
に
は
批
判
も
あ
り
、
未
だ
そ
の
決
着
は
見
て
い
な
い
。
私
も
以

前
中
尾
本
が
芭
蕉
自
筆
か
他
筆
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結

果
、

鑑
定
方
法
に
客
観
性
、
信
頼
性
の
な
い
こ
と
、

中
尾
本
は
野
坡
本
と

は
見
な
せ
な
い
こ
と
、

中
尾
本
に
は
推
敲
と
は
見
ら
れ
な
い
、
明
ら
か
に
転

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

三
五

写
の
際
の
誤
写
を
修
正
し
て
い
る
個
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

拙
稿
で
客
観
性
、
信
頼
性
が
な
い
と
指
摘
し
た
中
尾
本
の
鑑
定
方
法
で
あ
る

が
、
同
じ
方
法
で
新
た
な
芭
蕉
真
筆
の
認
定
作
業
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
秋
、『
奥
の
細
道
』
の
軌
跡
展
が
国
文
学
研
究
資
料
館
で
行
わ

れ
た
。
そ
こ
に
中
尾
本
と
同
箱
で
一
緒
に
伝
来
し
た
、
新
出
『
冬
の
日
』
も
真

筆
と
し
て
出
品
さ
れ
て
い
た
。
同
本
に
は
芭
蕉
の
偽
印
が
あ
っ
た
が
、「
こ
の

印
記
が
、
も
し
後
代
に
お
い
て
、
別
人
に
よ
っ
て
捺
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
ど
う

か
」
と
印
記
の
問
題
は
棚
上
げ
に
さ
れ
、
筆
蹟
に
「
芭
蕉
の
特
徴
的
な
文
字
の

癖
」
が
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
真
筆
と
認
定
さ
れ
て
い
た
（
同
展
図
録
参
照
）。

芭
蕉
の
印
章
に
つ
い
て
は
今
栄
蔵
氏
の
研
究
が
詳
し
い
。
今
氏
は
、「
近
世

期
に
は
筆
蹟
の
模
写
技
術
が
想
像
以
上
に
高
か
っ
た
の
で
、
筆
蹟
の
み
に
頼
る

鑑
定
に
は
時
と
し
て
限
界
が
あ
り
、
有
印
の
真
蹟
物
の
鑑
定
に
は
印
章
の
真
偽

が
ほ
と
ん
ど
決
定
的
な
証
拠
と
な
っ
て
く
る
」
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

｜
｜
『
奥
の
細
道
』
中
尾
本
考
｜
｜

山

村

孝

一



芭
蕉
の
癖
字
を
用
い
る
新
た
な
方
法
に
よ
り
、
従
来
、
到
底
真
蹟
と
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
偽
印
の
あ
る
も
の
に
ま
で
安
易
に
自
筆
認
定
が
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
に
は
、
こ
れ
は
研
究
の
進
展
で
は
な
く
危
機
と
映
る
。

上
野
・
櫻
井
氏
は
、「『
全
図
譜
』
を
始
め
と
す
る
図
録
の
類
を
存
分
に
活
用

し
て
、
眼
の
訓
練
を
繰
り
返
し
、『
全
図
譜
』
収
載
の
五
百
点
近
い
芭
蕉
の
筆

蹟
を
も
同
じ
審
査
の
台
に
置
い
て
」
中
尾
本
の
鑑
定
に
向
か
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
行
き
つ
戻
り
つ
試
行
を
重
ね
て
、「
自
筆
本
」
が
「
自
筆
」
に
違
い
な
い
と
説

明
す
る
方
途
を
さ
が
し
た
」
と
い
う
。

両
氏
が
採
ら
れ
た
方
法
は
、
ま
ず
、
中
尾
本
が
芭
蕉
自
筆
で
あ
る
と
い
う
仮

説
を
た
て
、
後
か
ら
裏
付
け
を
探
す
と
い
う
演
繹
的
方
法
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、

中
尾
本
に
「
芭
蕉
ら
し
い
」
文
字
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
「
芭
蕉
ら
し
く
な
い
」
文
字
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
肯
定
的
要
素
を
演
繹
し
て
い
く
方
法
で
は
な
く
、
否
定
的
な
要

素
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
、
そ
れ
で
も
な
お
中
尾
本
が
芭
蕉
直
筆
の
草
稿
本
と

見
な
せ
る
か
、
両
氏
と
は
逆
の
、
帰
納
的
方
法
で
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

な
お
、
今
回
問
題
と
す
る
中
尾
堅
一
郎
氏
蔵
の
『
奥
の
細
道
』
に
対
し
、
上

野
・
櫻
井
氏
は
「
自
筆
本
」「
野
坡
本
」
等
の
呼
称
を
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
、
現
有
者
の
名
を
採
り
「
中
尾
本
」
に
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。

一

上
野
氏
の
鑑
定
方
法
に
つ
い
て

中
尾
本
５
丁
表

行
目
下
部
に
あ
る
「
神
」
の
字
形
は
、
旁
が
「
甲
」
に
な

っ
て
い
て
非
常
に
特
異
な
形
を
し
て
い
る
（
図

参
照
）。
こ
の
よ
う
な
字
形

は
『
芭
蕉
全
図
譜
』（
以
下
、『
全
図
譜
』
と
略
す
）
や
一
般
の
字
典
類
に
も
見

出
せ
ず
、
中
尾
本
芭
蕉
自
筆
説
に
対
す
る
疑
念
は
増
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
上
野

氏
が
行
わ
れ
た
自
筆
鑑
定
と
そ
の
有
効
性
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

上
野
氏
は
中
尾
本
に
「
芭
蕉
に
の
み
特
異
な
文
字
群
が
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
、

し
か
も
全
体
が
、
爽
快
な
流
れ
で
貫
か
れ
て
、
矛
盾
が
な
い
」
こ
と
か
ら
、
自

筆
と
い
う
判
定
を
下
さ
れ
た
。
そ
の
規
準
と
な
っ
た
文
字
群
は
以
下
の
通
り
。

旁
の
「
圭
」
の
部
分
を
「
隹
」
の
よ
う
に
書
く
、
一
画
多
い
「
涯
」。

「
タ
」
の
一
点
が
足
り
ず
「
イ
」
の
よ
う
に
な
る
「
死
」。

「
大
」
が
「
石
・
右
・
衣
」
の
草
体
の
よ
う
に
余
計
に
撥
ね
る
「
契
」。

「
永
」
の
よ
う
に
見
え
る
「
求
」。

こ
の
他
に
も
、「
葦
・
佳
・
岸
・
権
・
骨
・
暫
・
摺
・
植
・

・
多
・
塚
・

扉
・
聞
・
茂
・
予
・
離
・
籬
・
料
・
寮
」
な
ど
都
合

字
が
「
芭
蕉
の
書
き

癖
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
山
本
唯
一
氏
は
、「
死
・
契
・
佳
・
岸
・
権
・
骨
・
暫
・

・

塚
・
茂
」
な
ど
の
反
証
を
挙
げ
、
上
野
氏
の
基
準
文
字
が
、

当
時
通
行
の
異

体
字
で
あ
る
、

版
本
な
ど
芭
蕉
以
外
の
一
般
文
献
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

三
六



そ
の
有
効
性
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。

村
松
友
次
氏
は
、
曽
良
本
に
あ
る
中
尾
本
に
酷
似
す
る
書
体
を

例
指
摘
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
、「
涯
・
死
・
佳
・
岸
・
権
・
骨
・
暫
・
摺
・
植
・

・
多

・
扉
・
聞
・
茂
・
予
・
料
・
寮
」
な
ど
は
上
野
氏
の
基
準
文
字
と
合
致
す
る
。

村
松
氏
も
中
尾
本
芭
蕉
自
筆
説
で
あ
る
が
、
そ
の
中
尾
本
と
酷
似
す
る
書
体

が
曽
良
本
に
も
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
も
芭
蕉
自
筆
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
野
氏
は
、
曽
良
本
は
芭
蕉
で
は
な
く
、
弟
子

利
牛
が
「
芭
蕉
の
草
稿
を
謹
直
に
写
し
た
」
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
と
な

る
と
、
山
本
、
村
松
両
氏
の
指
摘
だ
け
で
も
、
基
準
と
な
る

文
字
中

字
が

「
芭
蕉
に
の
み
特
異
な
文
字
群
」
の
条
件
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。

上
野
氏
の
よ
う
に
、
芭
蕉
特
有
の
字
形
を
基
に
真
偽
の
判
定
を
下
す
な
ら
ば
、

村
松
氏
が
主
張
さ
れ
る
、
多
く
の
字
形
が
一
致
す
る
曽
良
本
も
芭
蕉
自
筆
と
認

定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
野
氏
は
、
曽
良
本
は
自
分
が

読
み
と
れ
た
所
は
自
分
の
書
き
癖
で
写
し
て
い
て
、
全
体
と
し
て
「
ど
こ
か
に

自
筆
本
の
雰
囲
気
を
か
す
か
に
残
し
な
が
ら
、
結
局
は
別
の
書
風
」
と
い
う
理

由
で
、
村
松
説
を
退
け
ら
れ
て
い
る
。

図

「
神
」
の
よ
う
に
、
中
尾
本
に
は
『
全
図
譜
』
に
見
出
せ
な
い
特
異
な

字
形
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
上
野
氏
の
言
に
当
て
は
め
る
と
、
中
尾
本
も
曽
良

本
同
様
「
芭
蕉
の
草
稿
を
謹
直
に
写
し
た
」
本
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

以
前
拙
稿
で
も
述
べ
た
が
、
字
形
を
基
準
に
客
観
的
、
絶
対
的
な
真
偽
判
定

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

三
七

を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
出

「
求
」
を
例
に
と
っ
て
も
明

白
で
あ
る
。
こ
の
「
永
」
の
よ
う
に
見
え
る
「
求
」
は
、
山
本
、
村
松
両
氏
の

指
摘
に
も
な
く
、
唯
一
、「
芭
蕉
に
の
み
特
異
な
」
基
準
文
字
と
し
て
使
え
そ

う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
芭
蕉
庵
三
カ
月
日
記
』
模
写
本
に

と
ま
っ
た
く

同
じ
字
形
が
見
出
せ
る
。
結
局
、「
芭
蕉
に
し
か
書
け
な
い
」、
あ
る
い
は
「
芭

蕉
し
か
書
か
な
か
っ
た
」
文
字
・
字
形
な
ど
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

今
栄
蔵
氏
に
よ
る
と
、
芭
蕉
の
偽
物
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
没
後
間

も
な
い
頃
か
ら
で
、
弟
子
桃
隣
が
芭
蕉
の
十
七
回
忌
追
善
に
出
し
た
『
粟
津

原
』﹇
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
刊
〕
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
と
い

う
。

蕉
翁
自
画
賛
並
短
尺
、
諸
国
に
と
ゞ
ま
り
、
帰
依
の
面

は
重
宝
の

一
物
に
な
せ
り
。
画
は
猶
、
短
尺
に
迄
似
せ
あ
り
て
紛
ら
は
し
。
其
贋
を

正
す
べ
き
目
利
な
け
れ
ば
、
正
筆
に
極
て
秘
蔵
せ
し
族
も
あ
り
。
殊
勝

の
至
な
が
ら
、
謀
筆
の
工
人
、
神
霊
の
祟
も
お
そ
ろ
し
。
今
は
其
古
筆

の
実
不
実
見
分
る
も
の
世
に
稀
也
。

芭
蕉
の
真
蹟
を
実
見
し
た
直
弟
子
が
存
命
す
る
時
代
か
ら
、
既
に
偽
物
が
出

回
り
、
そ
の
真
偽
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
も
稀
で
あ
っ
た
と
い
う
。

上
野
氏
の
方
法
を
櫻
井
氏
は
「
芭
蕉
筆
跡
を
判
断
す
る
上
で
の
科
学
的
な
方

法
」
と
賞
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
実
態
は
、

中
尾
本
全
文
を
コ
ピ
ー

し
、
表
面
に
見
え
て
い
る
フ
リ
ガ
ナ
、
見
セ
消
チ
削
除
の
文
字
を
も
含
む
一
万



六
百
を
超
え
る
文
字
を
一
字
ず
つ
切
り
離
す
。

そ
れ
ぞ
れ
文
字
毎
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
一
字
一
字
ノ
リ
で
貼
り
つ
け
て
ま
と
め
直
す
。

文
字
の
か
た
ま

り
を
、「
縦
・
横
・
斜
に
存
分
に
眺
め
ま
わ
し
た
眼
で
、
別
の
芭
蕉
の
筆
蹟
を

眺
め
」、
一
字
一
字
比
較
検
認
の
作
業
を
行
う
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。

光
学
的
な
機
械
を
導
入
す
る
で
も
な
く
、
最
終
的
に
は
人
間
の
眼
で
真
偽
の

判
定
を
下
す
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
「
科
学
的
」
と
言
う
言
葉
は
適
さ
な
い
。

以
上
、
上
野
氏
の
「
芭
蕉
に
の
み
特
異
な
文
字
群
」
を
使
う
鑑
定
方
法
は
、

自
筆
鑑
定
の
客
観
的
、
絶
対
的
基
準
と
し
は
不
適
切
、

科
学
性
、
客
観
性
、

実
証
性
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
有
効
性
に
大
き
な
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
る
。

結
局
、
上
野
氏
の
方
法
で
は
、「
芭
蕉
の
文
字
に
似
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は

言
え
て
も
、「
芭
蕉
自
筆
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

二

中
尾
本
に
見
ら
れ
る
通
常
と
異
な
る
文
字
に
つ
い
て

上
野
氏
は
中
尾
本
に
あ
る
、
あ
る
画
が
一
画
多
い
、
欠
け
て
い
る
、
本
来
な

い
場
所
に
書
か
れ
て
い
る
、
部
首
が
別
の
形
に
な
っ
て
い
る
等
の
、「
通
常
の

字
体
と
異
な
る
特
徴
を
示
す
漢
字
」
を
摘
出
し
、
自
筆
鑑
定
に
使
わ
れ
た
。

こ
の
基
準
で
再
度
中
尾
本
を
観
察
す
る
と
、
上
野
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
以

外
に
、
前
述
の
旁
を
「
甲
」
と
書
く
「
神
」
な
ど
、
明
ら
か
に
「
通
常
の
字
体

と
は
異
な
る
特
徴
を
示
す
漢
字
」
が
多
数
見
出
せ
た
（
図

参
照
）。
以
下
、

『
全
図
譜
』
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
具
体
的
に
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
神
」
の
篇
が
一
画
足
り
な
い
字
形
（

裏

・

裏

・

裏
９
）。

楷
書
「
軍
」
の
一
番
下
の
横
棒
が
な
い
字
形
（

裏

）。

「
厂
」
を
用
い
た
「
摩
」
の
省
略
形
（

表
１
）。

横
棒
が
一
画
多
く
「
見
」
に
な
っ
て
い
る
「
児
」（

表
６
）。

「
神
」
は
前
出
の
行
書
だ
け
で
な
く
、

の
よ
う
な
楷
書
で
も
特
異
な
字
形

が
見
出
せ
る
。
同
じ
「
神
」
の
楷
書
で
も
『
全
図
譜
』
七
三
、
二
二
二
、
三
七

〇
で
は
き
ち
ん
と
「
ネ
」
と
書
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、『
全
図
譜
』
二
四
六
、

二
四
七
、
四
一
九
の
よ
う
な
行
書
の
「
神
」
を
写
そ
う
と
す
れ
ば
、

の
よ
う

な
字
形
に
近
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
、「
申
」
の
最
後
の
点
を

付
け
忘
れ
て
い
る
。
中
尾
本
は
行
書
「
神
」
の
旁
の
点
に
関
心
が
薄
い
よ
う
で

も
あ
る
。
そ
れ
は
１
丁
裏
１
の
「
神
」
の
字
形
を
見
て
も
分
か
る
。
他
の
線
に

比
べ
異
様
に
細
く
、
後
か
ら
取
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
運
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

の
「
軍
」
は
、
す
で
に
山
本
唯
一
氏
が
「
芭
蕉
が
こ
ん
な
間
違
い
を
す
る

は
ず
が
な
い
。
こ
ん
な
「
軍
」
を
書
い
た
例
は
芭
蕉
の
資
料
に
な
い
」
と
指
摘

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
櫻
井
氏
は
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
自
筆
の
証

明
で
、「
転
写
の
方
に
こ
そ
き
ち
ん
と
写
そ
う
と
す
る
の
で
、
誤
り
が
発
生
し

に
く
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
者
に
よ

る
転
写
の
方
が
誤
り
が
少
な
く
、
自
筆
の
方
こ
そ
誤
り
が
多
い
な
ど
と
決
め
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
他
筆
転
写
本
の
方
こ
そ
、
原
稿
の
誤

脱
も
そ
の
ま
ま
写
し
て
し
ま
う
し
、
目
移
り
・
誤
読
な
ど
不
注
意
に
よ
る
誤
り

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

三
八



も
発
生
し
や
す
い
。
櫻
井
氏
の
論
は
暴
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

は
異
体
字
字
典
に
も
な
い
。
中
尾
本
に
は
、

の
二
行
後
（

表
２
）
に

も
同
じ
「
軍
」
の
字
が
あ
る
が
、
正
し
い
字
で
書
か
れ
て
い
る
。『
新
・
古
代

学

第
３
集
』（
一
九
九
八
年
七
月
）
掲
載
の

の
貼
紙
下
写
真
に
も
、
正
し

く
書
か
れ
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。『
全
図
譜
』
二
二
一
、
二
二
二
で
も
同

様
で
あ
る
。
自
筆
説
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
芭
蕉
が
こ
の
よ
う
な
一

画
少
な
い
「
軍
」
を
書
い
た
の
か
、
合
理
的
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

は
通
常
「
雁
」
の
省
略
形
で
、
中
尾
本
で
も
「
初
雁
」（

裏
７
）
に
こ

の
字
形
を
使
っ
て
い
る
。『
全
図
譜
』
一
五
六
で
も
同
様
で
あ
る
。「
摩
」
の
省

略
形
は
「
广
」
で
、「
厂
」
と
書
く
例
は
『
全
図
譜
』
に
も
見
出
せ
な
い
。

の
「
見
」
と
書
く
「
児
」
は
一
般
の
字
典
に
は
見
ら
れ
な
い
。
異
体
字
字

典
に
は
見
ら
れ
る
が
、
非
常
に
特
殊
で
あ
る
。『
全
図
譜
』
に
は
四
一
六
、
四

一
八
に
「
児
」
の
通
常
の
草
書
体
が
見
ら
れ
る
が
、

の
用
例
は
な
い
。

中
尾
本
に
あ
る
特
異
な
字
形
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

「
佳
」
を
「
隹
」
の
よ
う
に
書
く
時
、
三
画
目
の
点
「
ノ
」
が
な
い

字
形
（

裏
５
・
同
７
・

裏

）。

「
恐
」
を
「
恥
」
の
下
に
「
心
」
と
書
く
字
形
（

表
９
）。

楷
書
「
面
」
の
一
番
下
の
横
棒
が
な
い
字
形
（

表
６
）。

「
葦
」
と
も
「
革
」「
草
」
と
も
見
ら
れ
る
字
形
（

表
７
）。

は
後
述
の

と
あ
わ
せ
て
山
本
唯
一
氏
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

三
九

同
氏
は
『
全
図
譜
』
の
用
例
と
比
べ
、
字
形
や
筆
法
・
運
筆
の
上
で
、
中
尾
本

は
芭
蕉
自
筆
の
文
字
と
は
違
う
。
別
筆
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

の
「
面
」
も
『
全
図
譜
』
に

例
見
出
せ
る
も
の
と
、
字
形
・
筆
法
・
運

筆
と
も
に
異
な
っ
て
い
る
。

同
様
一
番
下
の
横
棒
の
な
い
『
全
図
譜
』
二
六

八
の
場
合
も
、
右
側
の
線
が
丸
く
弧
を
描
く
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、
楷
書
の

よ
う
に
き
っ
ち
り
と
書
か
れ
て
い
る

と
は
明
ら
か
に
違
う
。

は
上
野
・
櫻
井
氏
が
「
葦
を
刈
る
」
と
翻
刻
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
。
上
野

氏
は
『
全
図
譜
』
二
九
八
に
あ
る
「
葦
」
と
同
じ
運
筆
の
文
字
と
見
て
お
ら
れ

る
。
し
か
し
、
両
者
を
比
べ
る
と
、
中
尾
本
は
「
千
」、『
全
図
譜
』
は
「
平
」

と
、
下
部
の
字
形
が
異
な
り
、
後
者
は
横
棒
も
一
本
多
い
。

運
筆
面
で
も
『
全
図
譜
』
で
は
上
部
か
ら
下
部
へ
と
筆
が
自
然
に
動
い
て
い

る
が
、
中
尾
本
で
は
途
中
で
一
度
筆
脈
が
切
ら
れ
、
改
め
て
そ
の
下
に
「
千
」

が
書
か
れ
、
上
部
に
続
け
て
下
部
を
書
こ
う
と
い
う
筆
意
は
観
察
さ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
両
者
を
同
じ
運
筆
と
見
る
上
野
説
に
は
従
え
な
い
。

中
尾
本
の
字
形
に
一
番
近
い
の
は
『
全
図
譜
』
二
五
四
に
あ
る
「
革
」
で
あ

る
。
し
か
し
、「
葦
」
で
あ
れ
、「
革
」
で
あ
れ
、
中
尾
本
の
よ
う
に
筆
脈
を
途

中
で
切
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、『
全
図
譜
』
一
五
八
の
「
草
」

の
よ
う
な
字
形
を
、
ど
ん
な
文
字
か
意
識
せ
ず
、
形
だ
け
写
そ
う
と
し
た
結
果
、

の
よ
う
な
中
途
半
端
な
字
形
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
単
に
形
だ
け
写
そ
う
と
し
た
結
果
、
運
筆
が
不
自
然
で
あ
っ



た
り
、
文
字
と
し
て
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
は
他
に
も
あ
る
。

不
必
要
な
運
筆
が
あ
る
「
涙
」（
２
表
５
）。

之
繞
が
旁
よ
り
外
に
出
な
い
「
返
」（
４
裏

・
５
表
５
・

裏

４
）。

◯

最
後
の
縦
棒
が
離
れ
て
い
る
「
市
」（
５
表

）。

◯

文
字
の
連
綿
が
「
泉
」
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
「
温
泉
」（
６
表

）。

◯

旁
の
上
部
が
「
久
」
の
運
筆
に
な
っ
て
い
る
「
浄
」（
８
表
１
）。

◯

旁
を
「
兮
」
の
よ
う
に
書
く
「
朽
」（

裏
８
）。

◯
「
置
」
を
く
ず
し
た
字
形
の
よ
う
に
書
く
「
遅
」（

表
３
）。

◯

横
棒
が
一
本
多
い
「
若
」（

表
６
）。

の
「
涙
」
は
中
尾
本
９
丁
表
３
や
『
全
図
譜
』
三
の
も
の
と
比
べ
る
と
、

旁
に
不
自
然
な
運
筆
が
あ
る
。「
ろ
」
の
よ
う
に
下
ろ
し
て
き
た
筆
が
そ
の
ま

ま
左
に
行
か
ず
、
一
度
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
不
要
で
他
と
異
な
る
運
筆
で
あ
る
。

は
前
出

同
様
、
山
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
之
繞
を
書

く
意
識
が
な
い
か
ら
、
筆
が
「
反
」
の
左
に
弧
を
描
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

「
市
」
は
中
尾
本

丁
裏

に
一
例
、『
全
図
譜
』
に
も

例
見
出
せ
る
が
、

◯
の
よ
う
に
筆
脈
が
途
切
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
◯
は
「
云
」
の
下
に
縦
棒

を
書
い
て
い
て
、「
市
」
の
文
字
を
書
い
て
い
な
い
。
こ
こ
も
前
述
の

同
様
、

形
だ
け
写
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
運
筆
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
、
次
の
◯

◯
に
も
言
え
る
。

◯
は
「
温
泉
」
の
「
温
」
を
書
い
た
後
の
運
筆
が
間
違
っ
て
い
る
。「
泉
」

は
初
画
の
点
か
ら
入
っ
て
二
画
目
の
縦
棒
に
続
く
の
が
通
常
の
運
筆
で
あ
る
。

中
尾
本

丁
表

、
同
裏
７
、『
全
図
譜
』
二
〇
九
で
は
正
し
く
書
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
◯
は
「
温
」
か
ら
続
く
筆
が
「
泉
」
の
初
画
と
な
り
、
そ
の
後
、

縦
に
行
か
ず
横
棒
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
筆
脈
を
切
っ
て
い
る
の

で
、「
泉
」
が
分
断
さ
れ
、
異
様
な
字
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
温
泉
」

と
い
う
単
語
を
書
く
意
識
が
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
運
筆
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
自
筆
説
を
採
る
の
で
あ
れ
ば
、
芭
蕉
が
同
様
の
書
き
方
を
し

て
い
る
証
拠
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
一
点
だ
け
で
も
、
中
尾
本
が
芭
蕉
以

外
の
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

◯
に
つ
い
て
は
、『
全
図
譜
』
四
二
八
に
同
じ
書
体
が
あ
り
、「
こ
れ
も
芭
蕉

の
書
き
癖
」
と
い
う
田
中
善
信
氏
の
発
言
が
あ
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
検
討
す

る
と
、
◯
は
旁
が
「
久
」
の
形
に
な
っ
て
い
て
、『
全
図
譜
』
と
は
少
し
異
な

る
。
運
筆
も
◯
と
『
全
図
譜
』
と
で
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

◯
は
旁
が
「
兮
」
に
な
っ
て
い
て
、「
朽
」
の
文
字
を
書
い
て
い
な
い
。
真

筆
で
は
な
い
が
、『
全
図
譜
』
一
一
一
に
あ
る
「
朽
」
と
も
運
筆
が
異
な
る
。

◯
は
同
じ
中
尾
本
の
「
遅
」（

裏
７
）
と
「
置
」（

裏
６
・

表
８
）
を

参
照
す
る
と
、
之
繞
の
膨
ら
み
が
な
く
、「
置
」
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
。
当
然
、『
全
図
譜
』
二
五
五
、
四
〇
五
の
字
形
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

◯
の
「
若
」
は
、『
全
図
譜
』
七
三
に
近
い
字
形
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

四
〇



は
「
ソ
」
と
書
い
た
筆
が
そ
の
ま
ま
左
斜
め
下
に
向
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

中
尾
本
で
は
明
瞭
に
「
ソ
」
の
下
に
横
棒
を
三
本
引
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
若
」
の
字
形
は
『
全
図
譜
』
の
み
な
ら
ず
、
通
常
で
も
見
出
せ
な
い
。

以
上
、
上
野
氏
が
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
、
中
尾
本
に
あ
る
「
通
常
の
字
体
と

異
な
る
特
徴
を
示
す
漢
字
」

例
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
『
全
図
譜
』
に
も
見

出
せ
な
い
非
常
に
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
中
尾
本
の
一
万
六
四
一
字
を
総
点
検

し
た
と
い
う
上
野
氏
が
、
こ
れ
ら

例
も
の
漢
字
を
見
過
ご
し
て
お
ら
れ
た
の

は
不
審
で
あ
る
。
ま
さ
か
こ
の
事
例
を
知
り
な
が
ら
、
自
筆
説
に
不
利
と
い
う

こ
と
で
恣
意
的
な
資
料
操
作
を
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
前
述
の
よ
う
に
、

同
氏
は
仮
説
立
証
型
の
演
繹
的
方
法
を
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
自
筆
説

の
証
明
に
使
え
な
い
文
字
に
は
注
意
を
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

◯
十
六
の
事
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
文
字
、
あ
る
い
は
文
脈
を
意

識
せ
ず
、
形
だ
け
似
せ
て
書
こ
う
と
し
た
結
果
、
誤
字
、
あ
る
い
は
不
自
然
な

字
形
・
運
筆
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
中
尾
本

が
芭
蕉
自
筆
で
あ
る
な
ら
、
芭
蕉
は
何
も
考
え
ず
に
自
分
の
原
稿
を
写
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
中
尾
本
は
他
筆
に
よ
る
転
写
本
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

三

中
尾
本
は
他
筆
転
写
本

中
尾
本
の
特
異
な
字
形
か
ら
も
他
筆
に
よ
る
転
写
本
と
い
う
結
果
が
導
か
れ

た
が
、
こ
れ
は
、
以
前
、
拙
稿
で
述
べ
た
結
論
と
一
致
す
る
。

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

四
一

前
稿
で
は
、
中
尾
本
に
多
数
あ
る
推
敲
と
は
見
ら
れ
な
い
訂
正
の
跡
を
も
と

に
、
他
筆
転
写
本
説
を
導
い
た
。
こ
の
観
点
か
ら
も
再
度
中
尾
本
を
検
証
し
て

お
き
た
い
（
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
た
）。

「
十
尽
る
所
橋
を
わ
た
つ
て
」

「
十
景
尽
る
所

」（
５
裏

）

「
館
代
馬
に
て
送
ら
る
」

「
館
代
よ
り
馬
に
て

」（
６
表
８
）

「
杖
に
も
柱
に
も
此
木
を
給
ふ
」

「

此
木
を
用
給
ふ
」（
８
表

３
）「

別
室
の
跡
座
禅
な
と
有
」

「

座
禅
石
な
と
有
」（

裏
４
）

「
こ
れ
を
い
な
ふ
と
云
」

「

い
な
ふ
ね
と
云
」（

裏
１
）

「

戸
板
を
夕
す
ゝ
み
」

「

戸
板
を
敷
て
夕
す
ゝ
み
」（

表

９
）「

予
を
遙
十
と
せ
余
り
」

「
予
を
尋
遙
十
と
せ
余
り
」（

裏
９
）

こ
れ
ら
は
訂
正
前
の
本
文
で
は
文
意
が
通
じ
な
い
。
特
に

は
、
中
尾

本
が
自
筆
の
草
稿
で
は
あ
り
え
な
い
例
証
と
な
る
（
図

参
照
）。

は
最
上
川
下
り
の
部
分
に
あ
る
。
中
尾
本
で
は
、「
左
右
山
お
ほ
ひ
茂
み

の
中
に
舟
を
下
す
」
と
描
写
し
、
こ
の
舟
を
う
け
て
「
こ
れ
を
い
な
ふ
と
云
」

と
続
け
て
い
る
。
特
に
、「
い
な
ふ
」
と
次
の
「
と
」
は
連
綿
し
て
い
て
、
中

尾
本
を
書
い
た
人
物
が
何
の
迷
い
も
な
く
、
一
気
に
筆
を
進
め
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
人
物
が
文
脈
を
意
識
し
つ
つ
、
丁
寧
に
筆
を
進
め
て
い

た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
過
ち
は
決
し
て
起
こ
さ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。



は
象
潟
で
の
低
耳
の
句
で
あ
る
。
中
尾
本
に
は
貼
紙
さ
れ
た
上
に
大
き
く

明
瞭
に
「
蜑
の
家
や
戸
板
を
夕
す
ゝ
み
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
を
」
と
「
夕
」
の
間
に
挿
入
符
号
が
あ
り
、
そ
の
右
に
小
さ
く
「
敷
て
」
が

傍
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
中
尾
本
を
書
い
た
人
物
が
、「
戸
板
を
夕

す
ゝ
み
」
と
書
き
終
え
る
ま
で
、
自
身
の
過
ち
に
全
然
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

「
蜑
の
家
や
戸
板
を
夕
す
ゝ
み
」
で
は
文
意
も
通
ら
な
い
し
、
当
然
俳
諧
に

も
な
っ
て
い
な
い
。
初
心
者
で
も
犯
さ
な
い
よ
う
な
不
注
意
な
過
ち
で
あ
る
。

は
福
井
俳
壇
の
古
老
等
栽
が
十
余
年
程
前
に
江
戸
の
芭
蕉
を
訪
ね
て
き
た

こ
と
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、「
予
を
遙
十
と
せ
余
り
也
」
で
は
、
ま
っ
た
く

日
本
語
に
な
っ
て
い
な
い
。
結
局
、
自
分
で
考
え
な
が
ら
文
章
を
書
い
て
い
な

い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を
平
然
と
犯
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

他
に
も
、
中
尾
本
に
は
他
筆
に
よ
る
転
写
本
説
を
裏
付
け
る
、
目
移
り
に
よ

る
誤
写
が
多
数
見
ら
れ
る
（
／
は
改
行
、
消
さ
れ
た
文
字
は
傍
線
で
示
し
た
）。

「
春
（
を
）
改
れ
は
」（
１
表

）

「
や
さ
し
か
り
／
か
り
け
れ
は
」（
５
表
１
）

「
旅
心
定
り
ぬ
い
か
て
／
い
か
て
み
や
こ
へ
と
」（
６
裏

）

「
茂
み
中
の
中
に
舟
を
下
ス
」（

表

）

は
一
度
「
春
を
」
と
書
い
て
、
か
ぶ
せ
書
き
で
「
改
」
と
直
し
て
い
る

（
図

）。「
越
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
と
「
改
」
の
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
、

ま
た
こ
の
す
ぐ
右
隣
に
同
じ
「
越
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
「
を
」
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
目
移
り
で
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
書
写
の
初
め
、
一

丁
表
か
ら
こ
の
よ
う
な
不
注
意
に
よ
る
誤
写
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
大
い
に
注
目

さ
せ
ら
れ
る
。
中
尾
本
書
写
者
が
こ
の
よ
う
な
作
業
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
当
人
自
身
の
教
養
の
な
さ
、
性
癖
を
露
呈
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

も
書
写
の
際
に
よ
く
あ
る
目
移
り
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
誤
写
は
訂
正
が
施
さ
れ
な
い
ま
ま
、
見
落
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

「
冨
士
の
峯
か
す
に
見
え
て
」（
１
裏

）

「
仏
頂
和
尚
の
山
／
山
居
の
跡
有
」（
５
裏
５
）

「
栗
と
い
ふ
文
字
は
栗
の
木
と
／
書
て
西
方
浄
土
に
」（
７
裏

）

「
仏
を
安
直
す
」（

裏
７
）

の
「
か
す
に
」
は
「
か
す
か
に
」
の
「
か
」
を
書
き
落
と
し
て
い
る
。

の
「
山
山
居
」
は
改
行
に
よ
る
目
移
り
、

も
「
西
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、

前
の
「
栗
」
の
字
に
ひ
か
れ
た
誤
写
、

も
「
置
」
と
「
直
」
の
草
書
体
の
類

似
に
よ
る
写
し
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

の
例
か
ら
す
る
と
、
前
出
◯
の
「
遅

桜
」
も
「
置
桜
」
と
書
い
て
い
る
と
判
断
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

「
さ
す
か
に
打
捨
か
た
く
日
々
路
頭
の

」（
２
裏

）

こ
の
部
分
、
曽
良
本
で
は
「
日
々
」
が
な
く
単
に
「
打
捨
か
た
く
路
頭
の
」

と
な
っ
て
い
る
。
上
野
氏
は
、「
具
」
の
草
体
「
く
」
と
「
日
々
」
の
草
体
が

相
似
す
る
た
め
、
曽
良
本
書
写
者
が
目
移
り
を
起
こ
し
書
き
落
と
し
た
と
解
さ

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

四
二



れ
た
。
し
か
し
、
中
尾
本
他
筆
転
写
説
を
と
る
と
、
上
野
説
と
は
逆
に
、
こ
の

ケ
ー
ス
も

同
様
、
中
尾
本
書
写
者
が
目
移
り
を
起
こ
し
、
形
の
似
て
い
る

「
日
々
」
と
い
う
余
計
な
文
字
を
加
え
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
図

）。

中
尾
本
が
他
筆
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、
増
田
孝
氏
が
、
◯ア
仮
名
の
不
安
定

な
運
筆
、
◯イ
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
い
る
筆
脈
や
文
字
間
の
不
自
然
な
空
き
方
、

詰
ま
り
方
を
根
拠
に
、
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
増
田
説
は
、
以
下
の

よ
う
な
点
か
ら
も
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◯
「
は
ら
ひ
て
」（
１
表

）
の
「
ら
」
が
「
し
」
に
近
い
運
筆
。

◯
「
か
よ
ふ
」（

裏
９
）
の
「
よ
」
が
「
と
」
に
近
い
運
筆
。

◯
「
お
な
し
」（

裏
３
）
の
「
な
」
の
不
自
然
な
運
筆
。

◯

◯
は
仮
名
の
不
安
定
な
運
筆
の
例
で
あ
る
（
図

）。
特
に
、
◯
は

「
猶
」
の
よ
う
な
字
形
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
不
安
定
さ
は
同
じ
「
那
」
を
字

母
と
す
る
９
丁
裏
５
、

丁
裏
２
、

丁
表

の
も
の
と
比
べ
れ
ば
歴
然
で
あ

る
。筆

脈
や
文
字
間
の
不
自
然
性
の
問
題
は
、
◯
◯
の
仮
名
の
連
綿
か
ら
も
観
察

で
き
る
（
以
下
、
連
綿
が
途
切
れ
て
い
る
部
分
に
は
／
を
入
れ
た
）。

◯
「
之
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
「
し
」
の
不
自
然
な
連
綿
。

「
む
／
す
ふ
／
も
／
く
や
／
し
／
雨
な
か
り
せ
／
は
」（
５
裏
８
）、

「
姿
う
／
し
／
な
は
す
と
」（

表

）、

「
松
か
／
う
ら
／
し

／
ま
の
／
和
／
歌
」（

表
１
）、

「
あ
や
／
し
／
め
ら
れ
て
」

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

四
三

（

表
６
）、

「
又
／
異
／
な
り
／
松
／
し
／
ま
は
」（

裏

）、

「
礒
／
つ
た
ひ
／
し
／
て
／
む
／
か
ふ
の
山
陰
に
入
」（

表

５
）

◯
助
詞
・
助
動
詞
と
疑
問
の
係
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
に
や
」

「
と
か
や
」
の
不
自
然
な
連
綿
。

「
里
／
山
／
と
な
せ
る
に
／
や
」（

表
２
）、

「
義
／
朝
／
公
／

よ
り
／
給
／
は
ら
／
せ
／
給
ふ
／
と
／
か
／
や
」（

表
１
）

「
之
」
を
字
母
と
す
る
「
し
」
は
、
字
形
の
特
性
か
ら
前
後
と
連
綿
し
や
す

い
文
字
で
、
中
尾
本
で
も
用
例
の

％
が
連
綿
し
て
い
る
。

は
前
後
の
文
字

が
連
綿
し
て
い
る
の
に
、「
姿
う
」「
し
」「
な
は
す
と
」
と
、「
し
」
だ
け
が
不

自
然
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

も
有
名
な
陸
奥
の
歌
枕
「
松
浦
島
」
が
切

れ
切
れ
に
書
か
れ
、
自
然
な
筆
の
運
び
が
見
ら
れ
な
い
（
図

）。

◯
も
通
常
、
連
綿
で
書
か
れ
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
に
や
」

は
『
全
図
譜
』
に

例
見
出
せ
た
が
、
平
仮
名
「
丹
」
を
字
母
と
す
る
一
例

（『
全
図
譜
』
五
）
を
除
き
、
す
べ
て
連
綿
、
あ
る
い
は
筆
脈
が
続
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

で
は
「
と
な
せ
る
に
」
ま
で
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
、

「
に
」
と
「
や
」
は
完
全
に
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
図

）。
よ
く
見
る
と
、

「
に
」
の
末
尾
か
ら
真
下
に
筆
が
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
は
「
や
」
の
初
画

に
向
か
わ
ず
、
当
然
筆
脈
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。「
に
や
」
と
連
綿
さ
せ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、「
に
」
で
一
度
筆
を
押
さ
え
、
改
め
て
「
や
」
と
書
け
ば
い



い
。
不
要
で
不
自
然
な
運
筆
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
中
尾
本
の
原
本
で
は
、
薄
く

「
に
」
か
ら
「
や
」
へ
と
筆
脈
が
つ
な
が
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を

写
そ
う
と
し
て
、「
に
」
の
末
尾
の
筆
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
尾
本
は
文
字
間
の
筆
の
つ
な
が
り
具
合
も
悪
く
、
至
る
所
で

筆
の
途
切
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
芭
蕉
模
造
品
の
一
般
的
傾
向
と
一

致
す
る
。
今
氏
は
「
原
典
を
透
写
も
し
く
は
臨
写
す
る
に
当
た
っ
て
、
原
典
の

字
形
に
似
せ
る
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
手
を
休
め
る
結
果
、
筆

が
紙
面
を
離
れ
る
た
め
に
起
き
る
現
象
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、

◯
ま
で
の
字
形
・
運
筆
・
筆
脈
に
関
す
る
二
十
一
の
問
題
点
、

ま
で
の
本
文
自
体
に
関
す
る
十
六
の
問
題
点
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
勘
案

す
る
に
、
中
尾
本
が
芭
蕉
自
筆
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
決
定
的
で
あ
る
。

お
わ
り
に

櫻
井
氏
は
癖
字
の
問
題
以
外
に
も
、
◯ア
貼
紙
下
の
文
字
、
◯イ
ヘ
ラ
か
刀
子
で

削
っ
て
消
し
た
跡
を
中
尾
本
自
筆
説
の
プ
ラ
ス
材
料
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
◯ア
◯イ
が
推
敲
の
跡
で
あ
れ
ば
、
貼
紙
下
や
削
ら
れ
た
未
見
の
本
文
は
芭
蕉

以
外
に
は
書
け
ず
、
自
筆
説
に
と
っ
て
有
力
な
例
証
と
な
る
。

し
か
し
、
貼
紙
イ
コ
ー
ル
推
敲
の
跡
と
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

８
丁
表
で
は
貼
紙
の
上
下
と
も
に
「
菩
薩
」
と
書
い
て
い
る
。

丁
裏
で
は

「
み
る
」
に
見
せ
消
ち
し
て
「
閲
ス
」
と
訂
正
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
貼
紙
し
て

「
閲
ス
」
と
書
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
推
敲
と
は
見
な
せ
な
い
不
要
な
貼
紙
で

あ
る
。
ま
た
、
６
丁
裏
貼
紙
下
の
俳
句
で
は
「
早
苗
」
を
「
早
稲
」
と
書
く
季

語
の
間
違
い
を
犯
し
た
り
、
８
丁
裏
貼
紙
下
で
は
、
前
述

「
山
山
居
」
の
よ

う
に
「
渡
渡
」
と
目
移
り
に
よ
る
誤
写
を
し
た
り
と
、
自
ら
他
筆
に
よ
る
転
写

本
で
あ
る
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。

◯イ
に
つ
い
て
も
、
逆
に
自
筆
説
の
否
定
材
料
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
全
図
譜
』
に
あ
る
推
敲
の
跡
は
、
い
ず
れ
も
墨
に
よ
る
抹
消
、
加
筆
訂
正
で

あ
っ
て
、
一
部
付
箋
の
よ
う
な
貼
紙
に
よ
る
訂
正
も
あ
る
が
、
す
べ
て
直
接
原

稿
に
筆
を
入
れ
て
い
る
。
中
尾
本
が
自
筆
の
草
稿
で
あ
る
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
手

間
暇
の
か
か
る
ヘ
ラ
等
で
削
っ
て
削
除
せ
ず
と
も
、
直
接
原
稿
に
書
き
込
め
ば

済
む
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
推
敲
方
法
と
は
違
う
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
、
中
尾
本
芭
蕉
自
筆
説
否
定
の
論
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

上
野
氏
は
芭
蕉
の
「
書
き
癖
」
を
も
と
に
、『
全
図
譜
』
に
も
模
写
と
判
定

で
き
る
も
の
（
元
禄
四
年
三
月
九
日
付
・
去
来
宛
書
簡
な
ど
）
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
◯ア
全
体
に
不
確
か
な
印
象
が
あ
る
、
◯イ
あ
る
特

定
の
文
字
に
芭
蕉
の
誤
字
・
筆
癖
と
は
別
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
、
◯ウ
他
の

文
字
と
細
か
く
比
較
す
る
と
、
別
筆
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
る
、
◯エ
筆
の
流
れ

が
不
安
定
で
乱
雑
な
印
象
を
与
え
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
◯ア

◯エ
す
べ
て
に
中
尾
本
が
該
当
す
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

特
に
、「
神
」「
軍
」「
泉
」
な
ど
、
他
の
芭
蕉
真
蹟
類
に
な
く
、
筆
蹟
に
重
大

芭
蕉
自
筆
を
否
定
す
る
文
字
た
ち

四
四



な
欠
陥
の
あ
る
文
字
の
存
在
は
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
尾
本
を
芭
蕉

自
筆
と
断
定
し
、
安
易
に
『
奥
の
細
道
』
の
本
文
改
変
や
新
た
な
真
蹟
認
定
な

ど
の
行
為
は
、
芭
蕉
の
文
学
の
み
な
ら
ず
、
芭
蕉
自
身
を
も
冒
涜
す
る
行
為
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
上
野
・
櫻
井
氏
が
主
張
さ
れ
る
曽
良
本
は
中
尾
本
の

忠
実
な
写
し
と
い
う
説
に
も
大
い
に
問
題
が
あ
る
。

例
え
ば
、
中
尾
本
４
丁
表

行
目
「
碧
潭
に
落
岩
窟
に
身
を
ひ
そ
」
が
、
曽

良
本
初
稿
で
は
「

碧
潭
に
落
岩
□
□
／
身
を
ひ
そ

」（
４
裏
７

８
）

と
、
行
末
二
文
字
分
が
空
白
で
、
後
か
ら
朱
で
「
窟
に
」
が
補
わ
れ
て
い
る

（
図

）。
上
野
・
櫻
井
氏
は
、
曽
良
本
書
写
者
が
中
尾
本
の
「
窟
に
」
が
読
め

ず
空
白
に
し
た
結
果
と
推
測
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
推
測
に
は
重
大
な
欠
陥

が
あ
る
。

中
尾
本
「
碧
潭
に
」
の
「
に
」
と
「
岩
窟
に
」
の
「
に
」
は
、
と
も
に

「
丹
」
を
字
母
と
す
る
同
じ
字
形
で
あ
る
。
仮
に
漢
字
「
窟
」
が
読
め
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
平
仮
名
「
に
」
が
読
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

他
に
も
前
述

、
中
尾
本
の
「
日
々
」
が
曽
良
本
に
書
か
れ
て
い
な
い
問
題
な

ど
も
含
め
、
曽
良
本
が
中
尾
本
を
写
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

中
尾
本
に
は
謎
が
多
い
。

誰
が
何
の
た
め
に
書
写
作
成
し
た
の
か
。

本
文
に
夥
し
い
貼
紙
や
書
き
込
み
を
し
て
訂
正
を
し
た
の
は
誰
で
そ

の
理
由
は
。
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貼
紙
下
の
本
文
は
未
見
の
『
奥
の
細
道
』
草
稿
と
見
な
せ
る
の
か
。

中
尾
本
の
訂
正
が
曽
良
本
初
稿
段
階
で
止
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

古
田
武
彦
氏
が
不
審
に
思
わ
れ
た
地
名
「
三
春
」
を
貼
紙
部
で
「
箕

張
」
と
誤
記
し
て
い
る
（
７
表

）
の
は
な
ぜ
か
。

赤
羽
学
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
茄
子
」
を
、
芭
蕉
の
時
代
に
用
例
の
な

い
膏
薬
の
意
の
「
天
茄
」
と
誤
記
し
て
い
る
（

裏
７
）
の
は
な
ぜ
か
。

曽
良
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
奥
の
細
道
』
主
要
伝
本
と
の
関
係
。

等
々
、
中
尾
本
に
関
す
る
疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
尾
本
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
専
門
家
が
自
筆
と
判
断
し
て
し

ま
う
ほ
ど
、
芭
蕉
の
面
影
を
垣
間
見
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

今
氏
は
、
筆
蹟
に
何
ら
か
の
識
別
し
う
る
欠
陥
が
あ
っ
た
り
、
偽
印
が
押
し

て
あ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要
件
が
あ
っ
て
も
、
筆
蹟
全
体
と
し
て
芭
蕉
の
特
徴

を
よ
く
存
し
、
発
句
そ
の
他
の
記
述
内
容
に
も
芭
蕉
の
作
品
と
し
て
の
諸
条
件

が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
模
造
品
の
向
う
に
真
蹟
原
本
が
実
在
し
た

こ
と
が
想
定
で
き
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
こ
の
種
の
模
造
品
は
、

骨
董
価
値
は
い
ざ
知
ら
ず
、
芭
蕉
作
品
の
研
究
上
で
は
真
蹟
原
本
の
代
役
を
勤

め
る
に
足
る
資
料
価
値
を
持
っ
て
い
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

謎
の
多
い
中
尾
本
で
は
あ
る
が
、
曽
良
本
と
も
ど
も
そ
の
研
究
的
価
値
の
高

さ
は
否
定
で
き
な
い
。
今
後
は
中
尾
本
芭
蕉
自
筆
説
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
研

究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。
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山
本
氏
、「『
奥
の
細
道
』（
中
尾
本
）
攷
証

「
恐
」「
佳
」「
返
」
の
字
形

」

（『
俳
文
学
研
究
』
第

号
、
一
九
九
九
年
三
月
）。

上
野
氏
、
同
注

論
文
。

山
本
氏
、
同
注

論
文
。

田
中
氏
、「〈
鼎
談

新
出
本
『
奥
の
細
道
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
』
一
九
九
七

年
冬
号
）。

上
野
氏
、
同
注

著
書
。

山
村
、
同
注

論
文
。

上
野
氏
、
同
注

論
文
。

増
田
氏
、『
日
本
古
書
通
信
』（
一
九
九
七
年
五
月
号
）。

私
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
中
尾
本
で
は
「
之
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
「
し
」
二

一
三
の
用
例
中
、
一
八
四
（

％
）
が
連
綿
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
連
綿
し
て
い
な

い
二
九
例
の
う
ち
八
例
（
４
％
）
は
行
頭
か
行
末
部
に
あ
る
。

『
全
図
譜
』
五
（
二
例
）、
一
五
四
、
一
六
六
、
一
九
二
、
二
九
三
、
三
四
二
、
三

四
九
、
三
六
二
、
三
六
三
、
三
九
七
、
四
一
七
、
四
一
九
、
四
二
二
、
以
上
十
四
例
。
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今
氏
、
同
注

論
文
。

櫻
井
氏
、
同
注

論
文
。

他
に
も
推
敲
と
は
見
な
せ
な
い
例
証
と
し
て
次
の
五
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

貼
紙

「
も
り
て
」
の
下
に
「
も
り
て
」
と
書
く
（
９
表
）、

貼
紙
「
か
ら
」
の
下
に
「
也

と
」
と
書
き
、
見
せ
消
ち
し
て
「
か
ら
」
と
す
る
（

表
）、

貼
紙
「
か
に
」
の

下
に
「
か
に
し
」
と
書
き
、「
に
し
」
に
見
せ
消
ち
し
て
「
か
に
」
と
す
る
（

裏
）、

貼
紙
「
の
み
覚
ゆ
」
の
下
に
「
計
也
」
と
書
き
、
見
せ
消
ち
し
て
「
の
み
覚
ゆ
」

と
す
る
（

裏
）、

貼
紙
「
日
和
を

い
た
れ
り
」
の
下
に
「
日
和
を
待
爰
に
古

き
ふ
る
き
俳
諧

」
と
書
き
、「
古
き
」
に
見
せ
消
ち
し
て
消
す
（

表
）。

上
野
氏
、
同
注

著
書
。

上
野
氏
、
同
注

論
文
。
櫻
井
氏
、
同
注

論
文
。

中
森
康
之
氏
は
、
中
尾
本
は
未
完
成
の
ま
ま
曽
良
本
に
写
さ
れ
る
が
、
曽
良
本
訂

正
の
際
に
は
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
説
を
発
表
さ
れ
て
い
る
﹇「
新
出
本
『
奥

の
細
道
』
の
性
格

底
本
修
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て
曽
良
本
へ

」（『
国
文
論
叢
』
第

号
、
一
九
九
八
年
三
月
）〕
※
。

古
田
氏
、
同
注

対
談
。

赤
羽
氏
、
同
注

論
文
。

今
氏
、
同
注

論
文
。
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